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明日５月１日は、世界の労働者が団結と連帯を示すメーデーです。メーデーの起源は、

アメリカの労働者が 1886年 5月 1日に８時間労働制を要求してストライキに立ち上った

ことを契機に、労働者の国際組織である「第２インターナショナル」が８時間労働制を求

めて国際共同行動を呼びかけ 1890年 5月 1日に開催された国際メーデーです。 

日本では 1920年（大正 9年）5月 2日に「8時間労働制や治安警察法撤廃など」の要求

を掲げて第 1回メーデーが開催されました。戦時中はメーデー開催が禁止されていたため

今年は第９２回目のメーデーになります。ただ、新型コロナウィルス感染症の拡大がつづ

くなかで昨年に続いて基本的に式典やデモ行進は行われません。全労連・春闘共闘などに

よる中央メーデーも実行委だけで中央式典を開催してオンラインで配信します。 

神奈川労連や地域労連も

Ｗｅｂによる開催や街頭で

プラカードなどを掲げてメ

ーデーをアピールするスタ

ンディング方式での実施に

なります（一覧表参照）。 

 各分会は、それぞれの分

会が加盟する地域労連など

のメーデーに積極的に参加

するようにしましょう。 

                  

 

 

 

 

 

 今年も核兵器廃絶を求め“原水爆禁止国民平和大行進”が各地から出発します。今年の

1月 22日には、2017年 7月 7日に国連で採択された核兵器禁止条約が発効し、核兵器は

違法であることが国際ルールとなりましたが、日本政府は禁止条約に反対「署名も批准も

しない」と表明しています。しかし約 7割の国民が禁止条約に日本政府が参加することを

望んでいます。東京・広島間の平和行進は、５月７日に東京から神奈川県に引き継がれ、

5月 19日に静岡へ引き継ぎます。神奈川県南支部は７日の川崎行進などに参加します。

各分会・組合員は参加しやすい地域の平和行進（別紙）に積極的に参加しましょう。 

第 92回メーデーはＷeb･スタンディング 

各分会は対応する地域メーデーに参加を 

地域

県・横浜メーデー

川崎メーデー

横須賀三浦地区集会

湘南地域メーデー

厚木地区統一メーデー

西湘地域メーデー

相模地域メーデー

10時～小田原駅頭での宣伝行動（憲法ビラ配布）

駅頭宣伝予定

神奈川労連などの第92回メーデー開催予定一覧表（５月１日）

13時～ヴェルニー公園で式典（デモなし）

実施方式・場所・時間など

12時～13時・桜木町駅前でスタンディング

Ｗeb開催＆11時～川崎駅前でスタンディング

11:30～藤沢駅サンバール広場でスタンディング

スタンディング予定

2021年神奈川平和行進 5/7にスタート 

核兵器禁止条約批准を求める行進に参加を

別紙に神奈川県内の平和行進スケジュール表を紹介しましたが、不鮮明で分かりにくいと思います。

しっかりと確認したい分会・組合員は、神奈川労連のホームページで確認をお願いします。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=545919&sw=%E3%80%90%E7%94%B7%E5%A5%B3GS%E3%80%91%E6%AD%A3%E9%9D%A2_%E3%81%8A%E3%83%BC2
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=435395&sw=%E3%80%8C%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E5%93%A1a%E3%80%8D20


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

内閣総理大臣 殿  
 

 

唯一の戦争被爆国 

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名 
 

いま世界では、核兵器禁止条約の発効から核兵器廃絶へとすすもう、という声が広 

がっています。多くの国ぐにが被爆者の声に耳を傾け、「核兵器による安全」ではなく、

「核兵器のない世界による安全」を選択し、核兵器禁止条約を支持し、参加しつつあ 

ります。 

唯一の戦争被爆国である日本政府は、核兵器廃絶の先頭に立たなければなりません。 

国内の世論調査でも、日本が核兵器禁止条約に参加すべきとの声は 7割を超えてい 

ます。日本政府がこの被爆者と国民の声に誠実に応えることを訴えます。 

 

私は、日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求めます。 

 

 

 

 

 

 

連絡先：署名事務局（原水爆禁止日本協議会） 

〒113－8464 東京都文京区湯島 2－4－4 

電話：03－5842－6031 

 

名  前 住         所 募 金 

   

   

   

   

   

【取扱団体】 

この署名は、2020年 10月 29日、被爆者をはじめ各界・各層の代表 126氏のよびかけによりスタート 

しました。日本政府に提出します。ご記入いただいた個人情報は、この要請目的以外には使用しません。 


